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仲村康秀・山崎博史・田中隼人 編
日本プランクトン学会協力・日本ベントス学会推薦

世界初、小型のベントス・プランクトン全ての分類群を網羅！
美しい写真付きで紹介。「コラム」も充実。

カラー図解 小型ベントス・プランクトン百科

・ 水圏の生態系を根底から支えている膨大な生物量の微小な水生生物のうち，あまり知られて 
 いない，ふだん目にすることのない顕微鏡サイズの生物を紹介．海洋，湖沼および河川など 
 に生息している水生生物を網羅．
・ イラストや写真を多用し，分布・生態・行動などを解説．
・ 美しい数多の写真から「肉眼で見えない世界にも，豊かな生物多様性が存在する」こと
 がわかり「自分でも見つけてみたい」と思える図鑑．

水の中の小さな

美しい生き物たち



　私たちの周りにある海や川には，たくさんの生き物が暮らしています.水鳥や魚など，大きな生き物は目につきやすく，
一般の人々にも専門研究の対象としても，よく知られています.しかし，実はこのような水のなかには，その何千倍，何万倍
もの数の，肉眼では見えるか見えないかほどの小さな生き物たちも棲んでいます.それが，本書の主役である小型
ベントスや小型プランクトンです.
　プランクトン(浮遊生物)は，水中を漂って生活している生き物の総称です.ミジンコやクラゲなどが連想されるかも
しれませんが，実際には動物だけではなくキノコ(真菌)や藻類まで，多種多様な分類群が含まれます.また，ベントス
(底生生物)は水底に棲む生物の総称であり，こちらにも多種多様なグループが区分されます.小型ベントス・プランクトン
の仲間は，深海から沿岸域，河口，湖，池，水田，水たまり，さらには土や木の表面にまで，ありとあらゆるところに生息して
います.このなかには，他の生物の栄養となる有機物を光合成で生み出す生物(一次生産者)や，それを食べるもの(一次
消費者)も多く含まれます. また，大型の水生生物と比べて個体数がとても多いことから，生態系の構成要素や海・湖の
物質循環の担い手として非常に重要です.海に溶け込んだ二酸化炭素が食物連鎖によって海底に沈んでゆく流れの
なかで，重要な役割を担う種も知られています.また，色々な環境に適応して複雑な体構造や骨格をもつグループも多く，
種によっては幾何学的で非常に美しい形をしています.海水浴客で賑わうビーチの砂浜の隙間に棲むもの，水深6000m
の深海に棲むもの，酸素が無い泥のなかに棲むもの，他の生物の体内に棲むもの，光るもの等々，住んでいる場所も
生き方も様々です.
　このように，小型ベントス・プランクトンは非常に多様で，また興味深い生物群を多く含んでいます.地球規模の生態系
保全や環境問題を考える際には必要不可欠な存在である一方で，まだまだその認知度は高くありません.小型ベントス・
プランクトンがもつ魅力をより多くの方々に広めたいという理念にもとづき，約90名の研究者が協力して本書が作られ
ました.この本が多種多様な小型ベントス・プランクトンを理解する一助になれば幸いです.　　
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